























































































































リングによる第一次カムチャッカ探検（1725 〜 1730 年）、第二次カムチャッ
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嘉永 6 年（1853）6 月にペリーが来航、翌月にはロシアの全権大使プチャーチ































　松浦武四郎の「蝦夷地」調査は、弘化 3 年（1846）から安政 3 年（1856）の
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実測日本図」（木版）の「蝦夷諸島」「北蝦夷」が発行された。図 2 は、この「官



































































13 寛文 2（1662） 新改　日本大絵図
「松前」「えぞのちしま」「てしおふ
ろ」「めなしふろ」 59.1 × 88.3 木版
17 延宝 6（1678） 新撰大日本図鑑
「松前」「恵そ可嶋」周辺に地名あ
り（図 3） 69.1 × 92.5 木版手彩
20 貞享 3（1686）
新板　日本国大絵
図 「松前」「夷狄」（図 4） 70.8 × 163 木版手彩
38 宝永 5（1708）
日本回国六十六部
縁起 　　　　　―　 27.4 × 300.7 木版
62 宝暦 3（1753） 大日本国大絵図 「松前」「夷狄」 108.8 × 173.5 木版手彩
77 安永年間（1772-1781）
安永改正　大日本
画図 「松前」「夷狄」（図 5） 32.5 × 39.5 木版手彩
83 安永 8（1779）
改正日本輿地路程
全図 「松前」周辺に地名あり 82.8 × 134 木版手彩
95 寛政 3（1791）
改正日本輿地路程
全図 「松前」周辺に地名あり（図 6） 85.2 × 132.6 木版手彩
97 文化 5（1808）
大日本細見指掌全
図改正増選 「松前」「ハコ立」などの地名あり 139 × 227.5 木版手彩
128 文化 8（1811）
改正日本図　五采
分図 「松前」周辺に地名あり 44.7 × 61.4 木版手彩
116 天保 2（1831）
銅版　増補日本輿
地全図 「松前」周辺に地名あり 47.2 × 79.5 銅版手彩
117 天保 2（1831）
旅行必用　大日本
諸州道程附全 「蝦夷」「松前」 34.2 × 51.5 木版
148 弘化 4（1847）
銅鐫　日本輿地全















あり 51.2 × 68.7 木版刷彩
178 文久 4（1864）
大日本海陸全図　





り 75 × 99.3 木版刷彩
186 慶応 3（1867） 大日本輿地全図 「松前」「箱館」など地名あり 72.4 × 172.5 木版刷彩
181 江戸時代末 南贍部州大日本国図 「松マヘ」 36.3 × 49.3 木版刷彩
表１　刊行日本図一覧
神戸市立博物館『館蔵品目録　地図の部１　南波コレクション』「日本図」部分より作成
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図 3
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本細見指掌全図改正増選」（表 1-97）や文化 8 年（1811）刊行の「改正日本図
五采分図」（表 1-128）、天保 2 年（1831）刊行の「銅板増補日本輿地全図」（表
























　この「蝦夷地」の形を見ると、翠堂彭による嘉永 7 年（1854）8 月発行の「日
本輿地全図」に附箋で付け足された「蝦夷地」と同様のものであると推察でき
る 38）。この「蝦夷地」の地図のもととなる「蝦夷図」は、その蝦夷地や樺太（北
蝦夷）、千島列島の形や情報量などから、嘉永 7 年（1854）4 月に江戸で発行
















































































4） 織田武雄『地図の歴史―日本篇』講談社新書、1974 年、116-117 頁参照．
5） 海野一隆『地図に見る日本―倭国・ジパング・大日本』大修館書店、1999 年、
158-159 頁参照．
6） 前掲 5）海野著書 160-161 頁参照．
7） 前掲 3）②秋月著書 63 頁参照．
8） 前掲 3）②秋月著書 92-93 頁参照．
9） 前掲 5）海野著書 166-167 頁参照．
10） 前掲 4）織田著書 29 頁参照．










13） 前掲 4）織田著書 50 頁参照．
14） 前掲 5）海野著書 152-153 頁参照．
15） 前掲 4）織田著書 118 頁参照．
16） 国絵図研究の最新成果として、国絵図研究会編『国絵図の世界』柏書房、2005 年
が重要である。
17） 海野一隆『地図の文化史―世界と日本』八坂書房、2004 年、136-137 頁参照．
18） 前掲 5）織田著書 118 頁参照．
19） 前掲 3）②秋月著書「第Ⅳ章ロシア人の千島地図」71-82 頁参照．
20） 前掲 3）②秋月著書「第Ⅴ章北辺地図の進展と新たな空白」98-112 頁参照．
21） 前掲 17）海野著書 162-163 頁参照．
22） 前掲 3）②秋月著書 151-153 頁．なお、長久保赤水による「蝦夷松前図」（1795 年刊行）
は、赤水が「蝦夷輿地之全図」に基づいて木版で刊行したものである。
23） 前掲 3）②秋月著書 157-158 頁参照．
24） 大日本近世史料『近藤重蔵蝦夷地関係史料付図』および『同別冊』によれば、本図










27） 前掲 26）③「Ⅱ日本図の出版」37-38 頁参照．





29） 宮紀子『モンゴル帝国が生んだ世界図』日本経済新聞出版社、2007 年、242-245 参照．
30） 前掲 26）寛文年間に発行された「新改日本大絵図」は、「扶桑国之図」とも題され




32） 石川流宣の日本図については、前掲 26）①秋岡著書 212-216 頁② 30-31 頁、91-96
頁③ 46-55 頁参照．
33） 長久保赤水の日本図については、前掲 26）①秋岡著書 224-228 頁② 36-38 頁、
96-101 頁③ 57-63 頁参照．
34） 前掲 3）秋月著書 153-154 頁参照．
35） 前掲 26）①秋岡著書 236 頁参照．
36） 前掲 26）③ 62 頁参照．
37） 前掲 26）② 46 頁図版参照および 104 頁参照．
38） 前掲 26）② 105 頁の図版参照．
39） 前掲 3）秋月著書 334 頁図版参照．
40） 前掲 3）秋月著書 331-338 頁参照．
41） 前掲 26）①秋岡著書 238-239 頁参照．
42） 前掲 3）秋月著書 362-363 頁参照．
※本稿入稿後、高木崇世芝『近世日本の北方図研究』（北海道出版企画センター，2011 年）
が出版された。合わせて参照されたい。
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<ABSTRACT>
Mapping Ezochi : The Cartography and Representation 
of Japan’s Northern Frontier in Japanese maps in the 
Edo period.
KOMEIE Shinobu
This paper examines the cartography of Japan’s northern frontier in 
Japanese maps in the Edo period. Between the seventeenth and nineteenth 
centuries, Hokkaido (the northernmost island of Japan) was divided politically 
into two areas ＿ Wajinchi, the area for Wajin (non-Ainu Japanese) settlement, 
and Ezochi, the area reserved for Ainu (indigenous people in Hokkaido) 
settlement.
The author clarifies how Ezochi was represented on the maps surveyed 
by the feudal regime (Tokugawa shogunate) and published by private 
mapmakers and publishers in Edo, Osaka, and Kyoto.
The Matsumae domain controlled both areas until 1869, except for the 
two periods of direct administration by the Tokugawa shogunate during the 
Edo period. The shogunate provided corrected maps of Ezochi based on the 
remarkable survey of the coastlines of Hokkaido by Tadataka Ino during the 
period of direct control over Hokkaido. Takeshiro Matsuura investigated 
rivers and mountains in the inland areas of Hokkaido, and published 
well written and structured maps. A mapdrawn by Takeshiro ‘Hokkaido 
Kokugun Zu’ (A Map of Hokkaido, Kuries, and Sakalin) was published by the 
Colonization Commission in 1869.
Private mapmakers and publishers in Edo, Osaka, and Kyoto published 
various colour-printed maps of Japan in the Edo period. Until the eighteenth 
century, Ezochi or Matsumae castle town was described only as a part of 
these territories.  In the mid-nineteenth century, however, mapmakers drew 
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the outline map of Ezochi on the printed Japanese map. These maps could 
be created on the basis of the maps surveyed and investigated by Tokugawa 
shogunate.  Some printed maps, however, haves been kept a part of Ezochi or 
Matsumae in the mid-nineteenth century.
Consequently, the Wajin political power provided accurate maps 
of Ezochi to that could be included within Japanese territory in the mid-
nineteenth century.
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